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一

〕

一
九

O
五
年
一
月
の
い
わ
ゆ
る
「
印
の
日
限
日
」
事
件
に
初
ま
り
、

一
九
一
七
年
十
月
の
社
会
主
花
木
革
命
に
至
る
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
巾
人

の
著
る
し
い
変
革
の
燃
史
を
ζ

の
国
の
照
史
的
発
展
の
合
法
則
的
過
程
と
し
て
担
え
る
時
、
そ
の
変
革
の
主
た
る
原
動
力
と
な
っ
た
折
々
の
社

会
階
級
聞
の
川
互
関
係
が
疋
要
で
、
ま
た
興
味
深
い
問
題
と
し
て
提
起
注
れ
る
。

一
一
十
世
紀
初
頭
の
帝
政
ロ
シ
ア
の
社
会
に
あ
っ
て
、
地
主
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
労
働
者
、
農
民
の
主
要
な
ζ

の
四
階
級
間
の
相
関
関
係
は

極
め
て
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
り
つ
つ
一
つ
の
社
会
変
革
が
行
わ
れ
る
が
、
本
論
で
は
特
に
乙
の
よ
う
な
変
革
の
主
体
を
な
し
た
労
働
者
と
農
民

の
両
階
級
の
「
勢
力
の
は
盟
」
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
来
た
っ
た
か
と
い
う
問
題
を
第
一
次
ロ
シ
ア
・
プ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
革
命
に
お
け

る
県
民
革
命
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
い

世
界
史
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

「
十
世
紀
前
半
の
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
史
の
展
開
は
、
変
市
の
主
体
た
る
乙
の
両
附
級
の
「
勢
力
の
同
問
」

関
係
が
、
最
も
大
規
棋
に
行
な
わ
れ
た
い
わ
ば
「
世
界
史
的
実
験
」
で
あ
っ
た
と
け
ん
倣
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
時
火
過
料
の
中
で
は
、
そ
れ
は

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
に
お
い
て
、
社
会
主
義
市
命
に
お
い
て
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
建
設
期
に
現
象
す
る
が
、
ま
た
そ
の
成
否
が
か

ロ
シ
ア
第
一
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
（
大
畑
）

九
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九

h
る
歴
史
的
変
革
の
成
否
に
直
接
的
に
関
連
を
有
し
て
い
る
事
は
更
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。

ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
史
の
現
実
の
過
程
に
お

い
て
、
そ
れ
は

H
一
九

O
五
1
一
九

O
七
年
の
プ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
革
命
、
同
一
九
一
七
年
二
月
の
プ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
革
命
、
同
一

九
一
七
年
・
一
月
1
十
月
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
社
会
主
義
革
命
へ
の
成
長
転
化
の
過
程
、
剛
一
九
一
八
1
一
九
二

O
年
の
内
戦
と
外

国
干
渉
排
除
の
過
程
、
伺
一
九
一
二
年
以
降
の
社
会
主
義
建
設
期
、
の
五
段
階
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て

「
勢
力
の
同
盟
」
の
あ
り
方
、
そ
の
内
容
自
体
に
相
違
が
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
本
論
で
注
目
す
る
第
一
段
階
の
そ
れ
は
、
か
L
る
「
勢
力

の
同
盟
」
の
い
わ
ば
形
成
期
に
あ
り
、
そ
の
後
の
同
盟
関
係
の
発
展
に
規
定
的
影
響
を
与
え
た
点
で
特
に
歴
史
的
弔
慰
一
要
性
を
有
す
る
も
の
と
児

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
論
で
は
こ
の
第
一
段
階
の
中
で
、
更
に
問
題
点
と
時
期
を
限
定
し
て
、
第
一
国
会
の
時
期
（
一
九

O
六
年
同
月
1
七

月
）
を
中
心
と
し
て
、
国
会
と
農
民
の
動
き
に
視
点
を
据
え
つ
つ
京
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

「
一
一
〕

一
九

O
五
年
一
月
九
日
の
い
わ
ゆ
る
「
血
の
日
曜
日
」
事
件
に
端
を
発
し
た
第
一
次
ロ
シ
ア
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
は
ま
ず
労
働
運

動
の
高
揚
が
そ
の
先
駆
的
役
割
を
担
っ
た
。
一
九

O
五
年
一
月
か
ら
三
且
迄
の
期
間
だ
け
で
も
す
で
に
三
、
四
五
三
件
以
上
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

生
起
し
、
そ
れ
へ
の
参
加
者
数
は
延
べ
八
一

O
、
一
六
二
人
以
上
に
達
し
た
。
一
九

O
五
年
全
体
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
戸
数
は
二
、
八
六

一
七
三
人
以
上
と
な
り
、
そ
れ
に
先
行
す
る
五
年
間
の
総
数
の
十
四
倍
に
達
す
る
。

一、か
L
る
労
働
運
動
の
革
命
初
期
に
お
け
る
高
揚
は
当
然
農
民
運
動
に
、
兵
士
の
運
動
氏
、
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
！
の
一
連
の
動
き
や
民
紘
一
地

動
に
刺
戟
的
・
促
進
的
影
響
を
与
え
、

一
九

O
五
年
の
十
月
武
装
終
起
（
モ
ス
ク
ワ
〉
陀
至
る
全
革
命
運
動
の
高
揚
に
導
入
的
役
割
を
来
た
し

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
章
で
は
特
に
農
民
運
動
に
及
ぼ
し
た
労
働
運
動
の
影
響
を
考
察
し
よ
う
。

全
国
的
に
農
民
運
動
が
続
発
し
た
一
九
O
五
年
比
先
立
ち
、
す
で
に
一
九

O
二
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方
叱
与
吉
田
由
ぞ
中
心
と
す
る
農
民
運

動
を
は
じ
め
、
二
卜
世
紀
に
入
っ
て
既
に
一
九

O
五
年
迄
に
六
七

O
件
の
運
動
が
記
録
主
れ
て
い
る
。
件
数
の
み
に
つ
い
て
言
え
ば
、
市
命
の



年
聞
に
は
一
九
冗

O
年
の
一
二
、
二
二
八
件
を
頂
点
と
し
て
七
、

A
7）
 

一
六
五
件
と
い
う
未
闘
有
の
規
模
陀
述
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
を
時
期
的
に

み
る
と
三
年
間
に
わ
た
り
三
つ
の
高
錫
期
を
形
成
し
つ
つ
も
可
成
り
の
分
散
性
、

発
生
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。
地
域
的
に
も
同
様
の
事
実
が
指
摘
し
う
る
。

非
同
時
性
が
指
摘
き
れ
、

乙
の
点
か
ら
み
て
運
動
の
自
然

半
封
建
的
諸
関
係
が
最
も
強
く
残
存
す
る
中
央
黒
土
地
帯

戸川司吋一日
M

阻〉
V
E
。
1
4
m

－
u
図。
ω
g
E
E出
℃
白
出
O
回
、
そ
れ
に
次
い
で
右
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ロ
宮
田
。
常
日

ve民国
g
匂
間
宮
沼
田
タ
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ

旬。回

ORr宮
浜
田
白
出
匂
名
曲
出

E
－
中
部
ボ
ル
ガ
地
帯
凸
目
uohHZ何
回
。
〉
民
自
国
酔
官
邸
。
F
白
ロ
シ
ア

m
g
o習
の
の
回
出
な
ど
が
多
発
地
帯
と
し
て
指

摘
さ
れ
う
る
。
ま
た
運
動
の
形
態
は
所
領
の
破
壊
℃

B
4
0出
立
国
民
自
民
国
放
火
コ
。
L
H
V

穴
。
足
な
ど
が
極
め
て
一
日
同
い
比
重
を
占
め
、
闘
争
の
主

要
白
襟
が
地
主
で
あ
っ
た
事
は
こ
の
時
期
の
農
民
運
動
の
基
本
的
性
格
を
知
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

か
』
る
農
m
民
運
動
の
基
本
的
課
題
は
半
封
建
的
土
地
所
有
形
態
の
廃
棄
と
政
治
的
自
由
の
要
求
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
農
民
集
会
の
決

全
国
的
農
民
運
動
の
組
織
体
で
あ
っ
た
全
露
農
民
同
盟
切

B
3
2忠
良
明
由
民
間
内
℃
叩

2
V
E
R
5
8
5
ω
第
一

同
大
会
で
の
農
業
問
題
に
つ
い
て
の
審
議
の
中
に
と
り
わ
け
明
瞭
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

議
蓄
の
中
に
も
み
ら
れ
る
が
、

初
日
に
既
に
一
一
一
ト
名
以
上
の
農
民
代
表
が
異
口
同
音
に
土
地
私
有
制
の
廃
止
と
そ
れ
の
悶
有
化
を
唱
え
た
。
例
え
ば
ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ル

回
〉
由
記
号
民
間
V

県
代
表
は

「
土
地
は
神
の
贈
物
だ
。
・
：
そ
れ
が
地
主
に
よ
り
占
拠
さ
れ
て
い
る
。
：
土
地
は
そ
れ
を
耕
す
者
に
の
み
所
属
す
べ

き
だ
」
と
述
ぺ
、
ま
た
同
県
の
他
の
代
表
は
「
私
的
土
地
所
有
は
廃
止
さ
れ
、
土
地
は
そ
れ
を
自
家
労
働
力
で
耕
す
者
の
所
有
に
移
さ
る
べ
き

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

ζ

の
点
に
関
し
て
は
彼
等
は
全
農
民
の
意
屯
を
代
表
す
る
と
共
に
、
そ
の
間
陀
は
顕
著
な
吃
鮮
の
相
違
は
存
配
し
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
全
露
農
民
同
盟
に
お
け
る
傾
向
は
、
全
国
的
な
農
民
運
動
の
か
な
り
忠
実
な
反
映
で
あ
る
事
は
、
各
地

域
で
の
農
民
集
会
の
決
議
蓄
の
内
容
を
検
討
す
る
事
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。

か
h

る
農
民
運
動
の
展
開
は
農
民
の
自
然
発
生
的
運
動
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
と
と
も
に
、
労
働
運
動
に
刺
戟
さ
れ
、
労
働
者
側
か
ら
の

積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
生
起
し
た
こ
と
も
ま
た
疑
い
な
い

一
九

O
五
年
四
月
、

ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
問
v
n
h℃
コ
の
第
三
回
党

ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
（
大
畑
）

九
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九
四

大
会
が
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
開
か
れ

そ
の
際
特
別
決
議
と
し
て
「
農
民
運
動
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
」
《
Oα

。
言
。
日

g
E
O
R

間内

3
2
5国内訳
C
K同

h
∞5
湾
出
国
δ
》
が
採
択
さ
れ
た
。
農
民
の
革
命
運
動
を
支
持
す
る
こ
と
、
半
封
建
的
土
地
所
有
形
態
の
廃
棄
の
た
め
努
力

す
る
こ
と
、
革
命
的
農
民
委
員
会
の
組
織
、
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
化
な
ど
が
そ
の
主
要
な
内
容
で
あ
る
。
農
村
で
の
組
織
所
動
や

宣
伝
活
動
を
行
っ
た
の
は
ζ

の
大
会
に
よ
っ
て
特
に
選
ば
れ
た
中
央
委
員
会

（お）

方
組
織
で
あ
る
。
乙
の
地
方
組
織
は
都
市
組
織

3
3
h
R白
凶
。
胃
印
国
民
ω白
E
S
と
区
組
織

O
民間

vqw宍
E
凶
O
有
田

Z
5
2
5
が
つ
く
ら
れ
、
そ

戸
何
回
4日
U
H
F

－r出回以向同町民
O
福岡向月一叶

と
そ
れ
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
地

れ
が
農
村
で
具
体
的
、
出
動
を
展
開
し
た
。
更
に
そ
の
ド
部
組
織
と
し
て
は
各
地
で
代
表
者
会
議
沢
O
出サ
ω
宮
山
富
岡
が
お
か
れ
各
地
方
農
村
で

の
地
方
組
織
の
活
動
を
均
等
化
す
る
作
用
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
の
中
で
は
労
働
者
が
顕
著
な
役
割
を
演
じ
、
と
り
わ
け
農
村
と
の
結

び
つ
き
を
も
っ
労
働
者
に
よ
っ
て
農
民
に
対
す
る
活
発
な
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
。
特
に
一
九

O
五
年
春
以
来
の
労
働
運
動
の
高
揚
と
と
も

に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
や
革
命
に
参
加
し
た
た
め
に
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
は
少
く
な
く
、

（路）

を
通
じ
て
農
村
工
作
が
積
極
化
し
た
。

こ
れ
ら
帰
村
し
た
労
働
者
や
、
あ
る
い
は
季
節
的
労
働
者

こ
れ
ら
の
活
動
家
は
農
村
に
お
い
て
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
た
が
、
そ
の
重
要
な
一
部
は
農
民
聞
に
お
け
る
宣
伝
・
扇
動
活
動
で
あ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
社
会
員
主
労
働
党
℃
口
同
℃
口
の
機
関
紙
「
フ
ペ
リ
ヨ
l
ド
」

《
∞
口
4
0
L
H
》、

そ
の
後
の
中
央
機
関
紙
「
プ
ロ
レ
タ
リ
l
」

《
口
問
MOKrm吋
曲
寝
込
》
な
ど
、
ま
た
後
の
合
法
新
聞
「
ノ

1
ヴ
ア
ヤ
・
ジ
ズ
ニ
」
《
江

o
g凶
誕

5
国
V
》
「
ナ
｜
シ
エ
・
エ
ホ
」
《
ヱ
白
E
巾
ω同
O
》

「
ボ
ル
パ
」
《
切
。
℃

V
E
V
な
ど
が
拡
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
各
地
方
毎
に
ζ

れ
ら
文
献
の
影
響
を
強
く
受
け
た
新
聞
が
出
さ
れ
て
い
る
例
を

田
町
山
す
ζ

と
も
で
き
る
。
ま
た
新
聞
以
外
に
も
、
文
献
が
か
な
り
配
布
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
血
の
日
耀
日
」
事
件
の
直
後
中
央
委
員
会
は

呼
掛
け
。
。

B
E
2
5
「
農
民
諸
君
へ
の
我
々
の
言
葉
」

《
聞
を
ゅ
の
4
H
V

凶
四
球
日
開
凶
白
ー
露
出
血
E
m
g
v
O出
向
）
》
と
表
記
さ
れ
た
ビ
ラ
を
出
し
、
こ
れ

は
多
く
の
地
方
組
織
で
禍
刷
さ
れ
て
い
る
。
更
に
周
年
四
月

中
央
委
員
会
は
宣
言
唯
一
回
口
℃
O
四
宮
田
富
田
戸
富
と
し
て
「
新
し
い
ツ
ア

1
リ
の
好

青
山
」
《
2
0田
区
巾
戸
白
h
v

内
訳
出
何
百
両
KF02甲
山
》
を
出
し
、
ま
た
呼
掛
け
と
し
て
「
農
村
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
に
訴
え
る
」
《
穴
泊
与
一

g
g
R
O路



【

m叫
｝

出
回
目
一
』
F

〉国円，

g由
民
国
国
》
の
小
で
は
、
農
民
の
中
で
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
精
力
的
な
活
動
を
よ
び
か
け
て
い
る
。

丸
出
興
諸
政
党
の
代
表
、
労
働
者
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
な
ど
農
村
工
作
者
は
農
民
が
各
地
で
催
し
た
農
民
集
会
に
砧
板
的
に
参
加
し
つ

っ
、
そ
の
決
議
文
ロ
宮
「
。
図
。
℃
の
作
成
に
も
参
与
し
、
ま
た
影
締
を
与
え
た
事
が
推
察
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
農
民
の
決
議
蓄
が
急
進
的
・
政
治

的
で
あ
り
、
革
命
的
内
容
を
合
む
も
の
が
多
い
事
実
は
、
そ
れ
が
農
民
だ
け
の
煮
識
の
反
映
と
言
う
よ
り
は
、
上
記
の
耕
階
層
の
強
い
影
響
下

に
あ
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
事
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

こ
の
よ
う
な
労
働
者
に
よ
る
農
村
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
労
働
者
階
級
と
農
民
局
の
「
勢
力
の
同
盟
」
が
意
識
的
・
主
体
的
な
形
態
を

と
っ
て
現
象
し
来
た
っ
た
右
干
例
が
存
す
る
事
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
特
に
工
業
諸
県
に
お
い
て
は
工
場
地
帯
周
辺
の
農
村
で
は
労
働

〔包）

者
と
農
民
の
結
び
つ
き
は
街
接
で
あ
り
、
労
働
者
と
農
民
の
共
同
行
動
、
農
民
に
よ
る
労
働
者
へ
の
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
考
察
に
ぷ
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
よ
う
。

と
の
時
期
の
社
会
運
動
を
み
る
時
、
勿
論
そ
の
局
限
性
、

一
時
的
性
格
は
濃
厚

で
は
あ
る
が
、
農
民
の
市
命
的
運
動
は
労
働
運
動
の
一
向
倒
閣
に
よ
り
触
発
さ
れ
て
自
然
発
生
的
に
生
起
し
つ
つ
も
、
労
働
者
の
側
か
ら
も
絶
え
ず

砧
倒
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
そ
の
組
織
化
・
統
一
化
・
意
識
化
の
試
み
は
為
さ
れ
続
け
た
。
し
か
し
そ
れ
は
河
川
の
全
ロ
シ
ア
の
農
民
数
と

広
大
な
土
地
の
拡
が
り
を
有
成
す
る
時
、
そ
の
主
体
的
条
件
は
未
だ
不
足
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
形
拘
に
お

い
て
も
、
な
お
農
此
運
動
の
発
凶
は
市
命
勢
力
の
市
研
究
な
一
一
興
を
担
い
つ
つ
、
そ
れ
を
文
え
た
の
で
あ
り
、
か
、
J
Q忠
昧
に
お
い
て
客
観
的
に

は
労
働
者
階
級
と
間
以
の
「
勢
力
の
川
出
」
は
布
犯
し
た
と
一
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
＝
一
〕

一
九

O
五
年
お
か
ら
秋
に
か
け
て
の
市
命
の
波
の
高
ま
り
は
、

ツ
ア
｜
リ
政
ぃ
川
を
全
く
窮
地
に
追
込
め
、
支
配
階
級
は
そ
の
唯
一
の
荷
陥
を

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
妥
協
に
よ
る
そ
の
市
命
戦
列
か
ら
の
雌
脱
の
中
に
求
め
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

〔忽｝

ァ

l
リ
・

7

ニ
フ
エ
ス
卜
昌
国
国
民
令
兄
叶
見
。

E
，泊。℃凶
E
O
U
は
か
か
る
政
治
情
勢
の
端
的
夫
現
で
あ
り
、
こ
こ
に
市
命
は
級
点
に
達
す
る
と

一
九

O
五
年
十
月
十
七
日
の
ツ

ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
（
大
畑
）

九
五



ロ
シ
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j1, 
，＼ 

と
も
に
、
革
命
と
反
市
命
の
勢
力
均
衡
の
状
態
が
現
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

nv 

こ
の
ツ
ア

l
リ
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
「
プ
ル
ィ
ギ
ン
議
会
」
《
切
》
よ

E
d
5
5泊

L
H
3
S
V
の
如
き
諸
問
機
関
ω
自

0
5
8
R
E男
gv

出
宮
町
。
有
国
民
と
は
異
る
や
一
法
機
関

S
R
O出
O
L
S
4巾〉

E
。
巾
刃
向
H
M
m
M

災
h
g
s巾
と
し
て
の
国
会
「
o
Q
L
H同日
V2回
皇
居
白
河

hu記
田
の
開
設
が
約
束
さ

ζ

の
よ
う
な
人
民
に
対
す
る
一
連
の
譲
歩
を
て
こ
と
し
て
の
革
命
勢
力
の
弱
体
化
に
あ
っ

れ
た
。
政
府
が
乙
の
凶
会
に
期
待
し
た
も
の
は
、

た
。
即
ち
、
ブ
ル
ゾ
ョ
ア
ジ
ー
は
こ
の
成
果
に
満
足
し
て
、
革
命
勢
力
か
ら
分
離
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
農
民
は
そ
の
要
求
が
間
会
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
幻
想
を
抱
く
事
に
よ
り
そ
の
運
動
を
弱
め
る
で
あ
ろ
う
事
が
朋
侍
き
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九

O
五
年
十
二
月
十
一
日
に
、

乙
の
園
会
の
た
め
の
新
し
い
選
挙
法
が
出
さ
れ
た
。
寸
・
一
刀
モ
ス
ク
ワ
武
装
峰
起
の
敗
北
後
の
ぶ
命
全
般

の
退
潮
の
諸
条
件
の
中
で
、
ブ
ル
ィ
ギ
ン
議
会
に
対
す
る
が
如
き
ボ
イ
コ
ッ
ト
戦
術
は
成
功
せ
や
す
、
帝
政
ロ
シ
ア
に
お
け
る
最
初
の
議
会
が
誕

｛制｝

生
す
る
に
至
っ
た
。

新
し
い
選
挙
法
の
下
で
は
人
民
の
過
半
数
は
選
挙
権
を
持
た
ず
、
資
産
に
よ
る
法
定
資
格
が
問
わ
れ
、
階
級
的
不
平
等
が
そ
の
系
礎
に
あ
っ

一一」
l

五
才
未
満
の
青
年
、
軍
人
、
お
干
の
少
数
民
族
で
あ
り
、
ま
た
労
働
者
は
多
く
の

制
限
に
よ
り
そ
の
四
分
の
三
は
選
挙
権
が
な
か
っ
た
。
有
権
者
は
、
財
産
上
の
基
準
に
よ
り
四
つ
の
部
類
塁
間
活
に
分
け
ら
れ
る
。

た
。
ま
ず
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
婦
人
、

地
主

土
地
所
有
者
ク
l
リ
ア
で
は
、
直
接
選
挙
人
一
名
を
出
す
有
権
者
数
は
二
千
人
で
あ
り
、
都
市
ク

l
リ
ア
ハ
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
、
小
ブ
ル
ジ
ヨ

ア
ジ
l
、
比
較
的
暮
し
向
き
の
よ
い
労
働
者
の
小
グ
ル
ー
プ
）
で
は
そ
れ
は
四
千
人
で
あ
っ
た
が
、
農
民
ク
l
リ
ア
で
は
そ
れ
は
一
二
万
人
、
労

働
者
ク

l
リ
ア
で
は
九
万
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
選
挙
は
労
働
者
の
場
合
は
一
二
段
階
で
、
農
民
の
場
合
は
四
段
階
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
乙
の
よ
う
な
選
挙
法
に
よ
っ
て
政
府
は
資
本
』
裂
と
、
と
り
わ
け
地
主
の
国
会
に
お
け
る
優
越
ぞ
計
る
と
と
も
に
、
革
命
勢
力
の
排
除
を
志

《
町
副
｝

向
し
た
。

モ
ス
ク
ワ
十
二
月
武
装
蜂
起
の
失
敗
と
革
命
の
全
般
的
退
潮
が
始
ま
っ
た
一
九

O
六
年
に
は
、
ツ
ア

l
リ
政
府
は
先
に
十
月
7

一
一
フ
ェ
ス
ト



に
よ
っ
て
与
え
た
こ
の
政
治
的
譲
歩
の
重
要
部
分
の
奪
還
を
志
向
し
た
。
即
ち
、

一
九

O
六
年
二
月
二
十
日
と
周
年
四
月
二
十
三
日
の
法
律
が

そ
の
一
つ
で
、
と
れ
は
十
月
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
の
一
部
取
消
を
合
む
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
国
会
は
形
式
上
立
法
機
関

で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ

K
優
越
す
る
立
法
機
関
と
し
て
国
家
会
議
「
onu戸
白
℃

2切
g
z
E関
口

O
B
4
が
置
か
れ
、
そ
の
構
成
は
半
ば
ツ
ア

l
リ

政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
国
会
で
の
決
定
を
確
認
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
拒
否
す
る
権
能
を
も
有
じ
た
。
同
時
に
一
九

O
六
年
四
月
二
十
三

｛お）

日
に
は
新
た
な
反
動
的
立
法
た
る
国
家
基
本
法
。

2
0
E
E国

5
4
h告
の
叶
固
め
出
国
rH同町

ω員
。
民
が
発
布
さ
れ
た
。

国
会
選
挙
は
一
九

O
六
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
革
命
鎮
圧
の
諸
条
件
下
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
モ
ス
ク
ワ
そ
の
他
諸
都
市
で
の
武

装
蜂
起
敗
北
の
直
後
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
一
辿
の
地
域
で
は
未
だ
戒
厳
令
下
に
あ
っ
た
。

と
の
よ
う
な
情
況
下
で
の
選
挙
で
あ
っ
た
か
ら
、

予
定
さ
れ
た
五
二
四
人
の
選
出
者
は
揃
わ
ず
、
四
七
八
人
が
国
会
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
構
成
を
み
る
と
、
立
憲
民
主
党
員
（
カ
デ

ッ
ト
〉
宍
何
回

h
q
H，

一
七
九
人
、
自
治
論
者
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

エ
ス
ト
ニ
ア
な
ど
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
族
的
グ
ル
ー
プ
）
自
吋
O
出。選向の
4

六
十
三
人
、
十
月
党
員
（
オ
ク
チ
て
ブ
リ
ス
ト
）

O
E志
向
遂
の
吋
十
六
人
、
無
党
派
。

0
2
3
g管
区
阿
一

O
五
人
、
勤
労
党
員
（
ト
ル
ド
ヴ
ィ

（

m出
｝

キ
）
－
H
，H
）

U
〉

HomsE
九
七
人
、
社
会
民
主
党
員

g5E1NHぬ
富
。
石
田
吋
十
八
人
で
あ
っ
た
。

カ
デ
ッ
ト
の
エ
ス
・
ア
・
ム
ロ
ム
ツ
ェ
フ
ゎ
・
〉
・
去
三
X
M
M
h
E何
回
を
議
長
と
し
て
、

〔沼｝

ル
ブ
ル
グ
の
タ
ヴ
リ

i
ダ
官
、
『
自
℃
包
括
自
国
民

h

∞O
由
民
で
聞
か
れ
た
。
乙
の
悶
会
に
お
い
て
は
、
当
然
予
想
さ
れ
た
如
く
、
農
民
革
命
の
中
心

一
九

O
六
年
四
月
二
十
七
日
よ
り
、

第
一
国
会
は
ペ
テ

的
課
題
で
あ
っ
た
土
地
問
題
を
合
む
民
業
問
題
の
仰
げ
は
が
そ
の
焦
点
と
な
り
、
乙
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
国
会
は
激
動
し
、
殆
ん
ど
全
く
と
の
問

題
に
終
始
し
た
観
が
あ
る
。
各
政
党
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
的
利
害
に
基
づ
い
た
問
題
解
決
の
議
案
が
提
示
さ
れ
、
五
月
八
日
よ
り
農
業

問
題
の
審
議
が
始
め
ら
れ
た
。

カ
デ
フ
ト
は
革
命
の
中
で
の
ロ
シ
ア
・
プ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
l
の
独
自
の
利
害
に
基
い
て
、
同
十
二
名
の
連
暑
を
も
っ
て
提
示
さ
れ
た
「
四
十
二

人
の
法
案
」
《
口
℃

0
2吋
お
1
H
V

を
提
出
す
る
。

ー「

公
正
な
る
補
償
Lー

《
の
ロ
勺
同
回
(1) 
)::, 
〉
出
回。
(1) 

回
0 
w 
出
血
吋
勺
白

浜
)::, 
(1) 
国
民
(1) 

》

を
f丁
っ
て
地

乙
れ
は

ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
〈
大
畑
）

九
七
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/¥ 

主
の
土
地
の
一
部
だ
け
を
強
制
的
に
収
用
せ
ん
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
土
地
法
案
は
農
民
の
利
害
か
ら
で
は
な
く
、

ロ
シ
ア

－
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
有
す
る
地
主
と
の
深
い
経
済
的
間
遠
か
ら
、
む
し
ろ
地
主
の
利
害
に
立
っ
て
土
地
問
題
の
解
決
を
試
み
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
保
守
的
、
権
力
依
存
的
体
質
を
明
示
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

乙
の
法
案
に
よ
る

「
公
正
な
る
評
価
」
《
口
口
問
巡
回
伶
L
H
K
S
8
0
0店
内
実
巾

V

K基
づ
く
地
主
所
有
地
の
一
部
買
取
り

m
E
Qロ
は
い
わ
ば
一
八
六
一
年
の
改
革
の
再

現
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る

第
一
国
会
に
お
け
る
農
民
代
議
員
は
、
最
初
は
カ
デ
ッ
ト
に
味
方
す
る
如
く
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
農
民
層
の
利
害
を
代
表
す
る
独
自
の
グ

ル
ー
プ
巻
構
成
し
た
。

ト
ル
ド
グ
ィ
キ
・
グ
ル
ー
プ
（
勤
労
党
）
吋
勺
旬
、
吉
凶
器
弓
同
日
同
が
こ
れ
で
あ
る
。
彼
ら
は
同
様
に
土
地
問
題
の
革
命

的
解
決
の
た
め
に
連
暑
を
も
っ
て
「
一

O
四
人
の
法
案
」
《
口
吉
叩

5
5駒
内
》
を
提
出
し
た
。

乙
の
法
案
の
中
に
は
‘
国
会
よ
り
「
土
地
と

自
由
」
《
詰
玄
〉
出
回
切
O
〉
凶
》
を
熱
望
し
て
や
ま
ぬ
全
ロ
シ
ア
の
農
民
の
要
望
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

乙
の
怯
案
は
先
述

の
カ
デ
ッ
ト
法
案
と
は
板
本
的
に
相
違
し
、
農
民
の
利
窓
口
に
立
脚
し
て
買
取
り
な
し
で
の
半
封
建
的
土
地
所
有
形
態
（
地
主
、

修
道
院
、
教

会
、
皇
族
領
、
国
有
な
ど
の
土
地
所
有
〉
の
廃
棄
と
‘
そ
れ
の
全
人
民
的
所
釘
へ
の
移
設
、

（
刷
出
）

ま
り
こ
れ
は
本
質
的
に
土
地
改
革
で
は
な
く
土
地
革
命
へ
の
要
求
で
あ
る
。

つ
ま
り
固
有
化
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ーコ

こ
れ
ら
二
法
案
と
奥
な
り
社
会
革
命
党
（
ヱ
ス
・
エ
ル
）

口同明
v
H，
E
闘の。
H

何回曲一
h
V－1

－
u
町一回。一
KJ8昌吉田巾一日
v
C
回
は
「
一
ニ
十
三
人
の
法
索
」
《
己
目
M
0
2
2［

ω
ω
t
M
》
を
提
出
し
た
。

こ
れ
は
外
見
上
極
め
て
急
進
的
で
あ
り
、
私
的
土
地
所
有
廃
梁
後
の
土
地
所
有
・
用
益
の
形
態
と
し
て
は
、

あ
ら
ゆ

る
土
地
の
「
社
会
化
」

《
の
O
民諸国〉出
ω白円旬以聞い
V
が
想
定
志
れ
て
い
た
。

す
で
に
資
本
主
義
的
諸
関
係
の
浸

即
ち
土
地
の
凶
有
化
で
は
な
く
、

そ
の
意
味
で
乙
の
法
案
は
空
想（お》

的
・
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
的
色
彩
が
濃
く
、
国
会
内
外
で
農
民
の
注
意
を
惹
く
に
は
歪
ら
ず
、
審
議
な
し
に
拒
否
さ
れ
た
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

過
に
よ
り
崩
壊
し
て
い
た
農
村
共
刷
体
（
オ
プ
シ
チ
ナ
〉

。
α
E
E
Z白
に
よ
る
公
有
化
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

第
一
国
会
に
お
け
る
労
働
者
グ
ル
ー
プ
、

即
ち
社
会
民
主
主
義
派

8
5
8』
1
h
m
w
富
。
告
白
吋

E
R
E凶
＋
勺
農
民
国
凶
は
土
地
問
題
に
関
し
て
は



独
自
の
法
案
は
提
出
せ
ず
、
革
命
的
農
民
運
動
の
要
求
を
反
映
し
た
ト
ル
ド
ヴ
ィ
キ
の
法
案
を
支
持
し
た
。

こ
ζ

に
国
会
内
に
お
い
て
意
識
的

形
態
と
し
て
の
労
働
者
と
農
民
の
連
帯
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
は
ま
た
当
時
の
国
会
外
に
お
け
る
両
階
級
の
あ
り
方
の
反
映
と
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
シ
ア
の
農
民
は
国
会
に
お
け
る
土
地
問
題
の
審
議
に
注
視
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
根
本
的
解
決
を
国
会
に
期
待
し
た
。
し
か
し
混
乱
の
中

に
審
議
は
進
ま
ず
、
階
級
問
の
利
害
の
対
立
は
一
一
層
激
化
し
つ
つ
、

一
九

O
六
年
六
月
一
日
迄
そ
れ
は
継
続
さ
れ
た
。
囚
州
地
な
局
而
打
闘
の
た

め
六
月
六
日
、
各
党
派
か
ら
の
比
例
代
表
九
十
九
名
よ
り
構
成
さ
れ
る
農
業
委
員
会
〉
召
省
出
国
凶

5v昌
2
5
を
作
成
し
、

へ混｝

業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
各
党
派
の
意
見
は
上
述
の
如
く
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
委
員
会
の
芯
向
に
は
当
然
私
作
地
の
強
制
的
収
用

法
案
作
成
の
作

と
い
う
考
え
が
蒸
本
的
に
は
横
た
わ
っ
て
い
る
筈
で
あ
っ
た
。

政
府
は
地
主
的
利
害
に
立
っ
て
、
か
h
る
国
会
の
動
向
を
極
め
て
危
険
視
し
、
六
月
二

O
日
人
品
に
対
す
る
呼
掛
け

o
u官
民
盟
国
日
の
形

で
宣
言
文

ω曲
目
〉
ゆ
甲
山
間
向
。
一
を
公
け
に
す
る
に
至
る
。

そ
の
中
で
、

五
月
十
三
日
の
国
会
に
お
け
る
ゴ
レ
ム
キ
ン
ヱ
・
己
・
「
0日
V
E
E
R閉
店
の
宣
言

hecr白
勺
一
曲
一
見
出
泊
の
命
題
を
反
覆
し
た
。
即
ち
、
「
土
地
も
な
し
、
自
由
も
な
し
ノ
」
《
Z
M
向
ω
2
E
F
E両国
OKM
出
＼
》
で
あ
る
。
政
府
は
私
有
地
の

強
制
的
収
用
に
反
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

「
土
地
は
誰
れ
の
も
の
で
も
な
く
、
如
何
な
る
所
有
権
も
そ
こ
に
働
ら
く
者
の
用
益
の

中
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
故
あ
ら
ゆ
る
私
有
地
の
強
制
的
収
用
ぞ
行
う
べ
し
、
と
い
う
農
民
間
に
拡
め
ら
れ
た
確
信
を
‘
政
府
は
全
く
正

【

お

回

｛

削

忽

し
か
ら
ざ
る
も
の
と
認
め
る
」
こ
の
よ
う
な
政
府
の
農
民
の
要
求
と
相
容
れ
ぬ
強
硬
態
度
比
カ
デ
ッ
ト
は
若
る
し
く
動
揺
を
来
た
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
、
政
ー
吋
は
一
九

O
六
年
七
月
九
日
、
第
一
国
会
の
解
散
に
つ
い
て
の
勅
令
と
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
を
公
け
に
し
た
。
国

会
に
対
す
る
政
府
の
期
待
は
全
く
外
れ
、
農
民
の
態
度
は
急
進
的
で
あ
り
、
カ
デ
ッ
ト
で
さ
え
一
定
の
進
歩
性
を
一
不
す
に
至
つ
て
は
、
政
府
も

《話）

乙
れ
を
弾
正
す
る
以
外
に
な
か
っ
た
。
第
一
国
会
は
何
の
成
田
木
も
な
く
解
散
さ
れ
、
そ
の
建
物
は
軍
隊
に
よ
り
取
巻
か
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の

後
主
と
し
て
カ
デ
ッ
ト
か
ら
構
成
3
れ
る
こ
百
人
の
代
議
員
が
ウ
ィ
ボ
ル
グ
回
v
a
o可
で
協
議
会
を
聞
い
て
呼
掛
け
を
採
択
し
。

そ
の
中
で

ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
（
大
畑
）

九
九



ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
（
大
焔
）

一0
0

人
民
に
対
し
政
府
へ
の
「
消
極
的
抵
抗
」
《
コ

R
g
g
o
m
g回目
VOJ『

EK見
出
国
巾
》
ハ
新
兵
を
出
き
な
い
、
租
税
を
支
払
わ
な
い
、
公
債
を
認
め

念
品
V

な
い
）
を
示
す
乙
と
が
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
農
民
は
国
会
解
散
に
対
レ
て
は
、
全
国
的
農
民
運
動
の
展
開
と
い
う
積
極
的
砥
抗
を
示
し
た
。

国
会
解
散
と
同
時
に
起
っ
た
新
し
い
社
会
運
動
の
高
揚
は
革
命
が
ま
だ
進
行
中
で
あ
る
乙
と
の
証
左
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
完
全
に
国
会
外

に
あ
っ
た

門四〕

UM章
ま
で
に
考
察
し
た
如
く
、
第
一
国
会
の
時
期
ハ
一
九

O
六
年
四
丹
二
十
七
日
か
ら
七
月
八
日
迄
）
を
中
心
と
し
て
、
廿
山
r
A
W
の
展
開
を
背

景
に
国
会
内
外
に
お
い
て
民
民
運
動
に
対
す
る
労
働
運
動
の
一
定
の
影
響
が
明
瞭
と
な
っ
て
く
る
。
回
会
内
に
お
い
て
は
、
民
日
比
代
議
員
た
る

ト
ル
ド
ヴ
ィ
キ
を
自
由
主
義
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
l
た
る
カ
デ
ッ
ト
の
影
響
か
ら
切
離
し
、
社
会
民
主
主
義
派
と
の
共
闘
体
制
に
組
入
れ
る
乙
と
で

あ
り
、
乙
れ
は
或
程
度
成
功
し
た
。
次
に
国
会
外
で
は
労
働
者
が
農
民
闘
争
に
直
接
参
加
し
、
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
諸
袋
求
の
実
現

に
指
導
・
助
言
を
与
え
る
と
と
も
に
、
農
民
の
意
識
の
変
革
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ζ

の
点
に
つ
い
て
は
史
料
に
忍
づ
い
て
詳
び
ら
か

に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
九

O
六
年
四
月
末
よ
り
五
月
初
頭
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
℃
の
泊
句
口
シ
ン
ビ
ル
ス
ク

Q
P
R山
岳
日
グ
ル
ー
プ
が
農
民
に

対
し
次
の
よ
う
な
文
書
を
発
し
て
い
る

「
国
会
で
人
民
の
要
求
を
宣
言
し
た
農
民
と
労
働
者
代
議
員
は
、
政
府
と
戦
う
た
め
に
国
会
へ
赴
い

た
の
で
あ
り
、
取
引
き
の
た
め
で
は
な
い
。
戦
う
た
め
K
は
力
が
必
要
で
あ
る
。
彼
等
を
選
ん
だ
諸
君
は
農
民
お
よ
び
労
働
者
代
議
員
を
、
ト

ル
ド
ヴ
ィ
キ
・
グ
ル
ー
プ
を
支
持
せ
ね
ば
ι
な
ら
な
い
。
諸
君
の
支
持
が
な
け
れ
ば
彼
等
は
無
力
で
あ
る
。
労
働
者
が
巨
大
な
力
を
も
つ
の
は
彼

等
が
結
合
し
た
時
で
あ
り
、
と
り
わ
け
諸
君
は
村
で
、
郷
で
、
郡
で
、
全
ロ
シ
ア
で
問
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：
：
：
農
民
諸
お
ノ
諸
君
の

要
求
を
、
諸
君
の
代
議
員
の
要
求
を
政
府
は
遂
行
し
な
い
し
、
全
国
会
は
そ
れ
を
支
持
す
る
の
で
は
な
い
。
：
：
：
自
由
は
獲
ち
取
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
国
会
は
ζ

の
事
が
で
き
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
自
由
を
自
身
の
も
の
に
な
し
う
る
の
は
人
民
、

つ
ま
り
労
働
者
と
農
民
の
み
で
あ
る
」
乙
れ



〔
巾
品
】

と
類
似
の
宣
言
書
も
他
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
ζ

の
よ
う
な
ビ
ラ
が
農
民
聞
に
可
成
り
行
渡
っ
た
事
実
は
、
後
の
警
察
の
捜
査
に
よ
り
明
ら
か
と

｛お｝

な
っ
た
。

労
働
者
や
左
翼
政
党
の
働
き
か
け
を
受
け
つ
つ
、
農
民
は
国
会
に
対
し
彼
等
の
要
求
を
反
映
さ
せ
る
た
め
彼
等
の
代
表
に
対
し
指
示
民
自
由
♂

決
議
ロ
宝
吋
owo
－y子
紙
ロ
民
自
室
y
古
制
枚
目

KFq宮
F
呼
掛
け

o
m
M
E
E何
回
出
。
な
ど
を
農
村
集
会
に
お
い
て
作
成
し
、
国
会
に
送
付
し
た
。

か
L

る
山
一
民
村
集
会
に
は
左
翼
政
党
の
代
表
が
参
加
し
た
り
、
ま
た
労
働
者
が
若
干
加
わ
っ
て
議
事
や
文
書
作
成
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
。
史
料
集
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
悶
会
」

《
「
on同泊曲目】

2
R
E
M
S－凶
h
uミ
日
間
切
句
。
内
向
国
民
一
V
の
中
に
は
、

こ
の
時
期
に
相
当
す
る
文
書
と
し
て

ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
江
区
深
め
「
O

℃。L
F

ミ
ン
ス
ク

宝

5
2・
サ
マ
ラ
凸
曲
三
宅
問
的
ペ
ン
ザ
ロ
g
ω
P
シ
ン
ピ
ル
ス
ク
口
出
豆
町
民
間
vnF
キ
エ
フ

同
〈
民
自
供
出
の
も
の
合
計
七
四
仰
を
見
出
す
。

乙
れ
ら
史
料
に
蒸
づ
き
農
民
の
要
求
は
何
か
、
当
時
の
農
民
運
動
の
意
識
性
の
二
点
に
つ
い
て
地

求
し
て
み
た
い

一
九
六
の
年
六
月
二
日
、
サ
マ
ラ
県
ブ
ル
ズ
ル
ク
切
同
省
〉
可
欠
郡
、
ソ
ロ
チ
ン
の
OMvog出
郷
の
農
民
決
議
室
田
の
全
文
を
引
用
す
る
。

「
我
々
ソ
ロ
チ
ン
郷
を
構
成
す
る
村
の
代
表
と
、

ζ

れ
ら
の
村
の
農
民
は
六
月
二
日
、
国
会
議
員
イ
・
エ
ス
・
ロ
ト
ホ
フ
甲
山
・
凸
己
0
4
M
g

の
到
着
に
除
し
、
二
千
人
で
全
体
集
会
を
も
ち
、
国
会
活
動
に
つ
き
彼
の
話
を
聴
き
、
次
の
こ
と
を
決
定
し
た
。

）
 
1
 
（
 
国
会
に
よ
り
政
府
に
表
明
さ
れ
た
EA
小
信
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
会
の
全
要
求
に
対
し
政
府
は
相
変
ら
ず
拒
否
で
も
っ
て
答
え
た
が
故
に
、
民

撲
と
れ
の
医
別
な
く
、
普
通
、
平
等
、
秘
密
仇
富
市
に
碁
づ
い
て
、
憲
法
制
定
議
会
を
召
集
す
る
ζ

と
を
国
会
に
要
求
す
る
e

憲
仇
制
定
議
会
の
み
が
や
川
し
み
ぬ
い
て
い
る
人
民
を
し
て
平
和
に
、
穏
や
か
に
生
き
、
役
人
の
専
棋
を
恐
れ
ず
発
展
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る我

々
が
什
分
の
要
求
に
閑
し
的
お
さ
れ
ず
に
集
会
し
、
審
議
で
き
る
よ
う
に
、
憲
法
制
定
議
会
は
人
民
に
集
会
の
白
血
、
印
刷
や
口
頭
で

の
言
論
の
円
由
を
確
保
す
る
法
仰
を
出
し
得
る
。
憲
法
制
定
議
会
は
地
主
、
富
者
、
郡
、
御
料
地
、
修
道
院
の
す
べ
て
の
土
地
を
没
収
で
き

ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
（
大
畑
）

。



ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
阻
庶
民
運
動
の
性
格
（
大
畑
〉

。

る
。
土
地
の
収
用
は
無
償
で
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
農
民
は
半
世
紀
に
わ
た
り
法
外
に
多
く
を
支
払
い
、
そ
の
期
間
に
mm
々
の
苛
税
を
負

担
レ
て
来
た
の
だ
か
ら
。

(2) 

我
々
は
す
べ
て
の
直
接
税
、
間
接
税
が
累
進
課
税
に
置
換
さ
れ
る
よ
う
要
求
す
る
。
富
者
程
多
く
、
支
払
能
力
あ
る
階
級
に
そ
れ
ら
を
支

払
わ
せ
よ
。

(3) 

身
分
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
制
般
の
撤
廃
を
我
々
は
要
求
す
る
。
法
の
前
で
は
す
べ
て
平
等
で
あ
る
。

ω
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
反
す
る
死
刑
の
廃
止
。

(5) 

地
方
長
宵
や
我
々
を
支
配
す
る
役
人
の
廃
止
。

ω
巡
査
を
我
々
の
と
ζ

ろ
か
ら
去
ら
せ
る
事
。

m
酒
類
販
売
に
対
す
る
独
占
の
廃
止
。

ω
国
の
費
用
で
何
倍
の
普
通
教
育
を
。

ω
政
治
的
恩
赦
。
人
民
へ
の
暴
圧
者
へ
の
裁
判

。。

乙
れ
ら
要
求
が
実
現
さ
れ
ぬ
場
合
は
、
租
税
支
払
を
拒
否
し
、
将
来
の
よ
び
か
け
に
お
い
て
も
新
兵
を
山
き
ぬ
乙
と
。

そ
し
て
繰
返
え
し
言
お
う
。
憲
法
制
定
議
会
の
み
が
、
そ
れ
ら
を
為
し
う
る
と
い
う
事
を
。

我
々
の
要
求
を
大
胆
に
支
持
せ
よ
。

政
府
が
飢
え
た
鹿
品
を
宥
め
ん
と
し
て
行
う
如
何
な
る
姑
息
子
段
も
、
国
の
平
穏
で
平
和
な
発
展
を
確
保
で
き
な
い
。

こ
れ
は
人
民
の
意
志
で
あ
り
雪
、
そ
の
方
へ
と
人
民
は
向
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
」

長
文
を
も
顧
み
ず
敢
え
て
こ
の
決
議
文
を
引
用
し
た
の
は
、
乙
れ
が
か
h
る
種
類
の
も
の
の
典
型
的
な
’
も
の
で
あ
り
、
農
民
の
請
要
求
が
集

約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
乙
と
、
ま
た
当
時
の
農
民
運
動
の
意
識
を
知
る
重
要
な
手
懸
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

農
民
集
会
の
決
議
官
出
に
は
例
外
な
く
、
そ
し
て
大
部
分
に
お
い
て
は
ま
ず
第
一
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ろ
の
は
、
半
封
建
的
土
地
所
有
形
態
の
廃



棄
と
そ
の
国
有
化
の
要
求
で
あ
る
万
農
民
革
命
の
主
た
る
内
容
が
土
地
革
命
で
あ
る
乙
と
を
立
証
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の

サ
7
4
7
県
の
決
議
書
の
場
合
に
は
そ
の
実
現
の
手
段
と
し
て
憲
法
制
定
議
会
叱
唱

ω
h
5
2一E
0
0
8
α
匂
白
星
。
の
召
集
を
考
慮
し
て
い
る
点
で

他
の
同
眠
刊
の
も
の
よ
り
一
層
理
論
的
、
現
実
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
第
二
に
税
制
改
革
に
つ
い
て
の
農
民
の
要
求
も
極
め
て
強
く
、
ペ
ン
ザ

県
の
一
例
を
除
け
ば
他
は
す
べ
て
こ
れ
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
秘
税
負
担
の
過
重
に
よ
る
農
民
の
苦
悩
が
一
部
怠
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
第
一
一
に
国
民
普
通
教
育
と
そ
の
無
償
に
関
す
る
要
求
が
き
わ
立
っ
て
高
い
乙
と
が
注
目
き
れ
る

h
dた
ζ

れ
ら
諸
要
求
は
全
一
路
農
民

間
盟
の
地
方
組
織
が
各
地
で
作
成
し
た
宣
言
書
の
内
容
と
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
合
致
す
る
。

4rの
他
の
要
求
と
し
て
主
な
も
の
は
身
分
の

廃
止
、
死
刑
の
廃
止
。

ツ
ア

1
リ
警
察
の
廃
止
、
政
治
犯
の
釈
放
な
ど
「
自
由
」
関
す
る
諸
要
求
で
あ
り
、
農
民
集
会
決
議
蓄
の
中
で
、
い
ず

れ
も
高
い
割
合
を
占
め
る
。

こ
の
よ
う
な
農
民
集
会
決
議
書
は
農
民
の
み
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。
そ
の
内
容
か
ら
み
て
、
明
ら
か
に
労
働
者
の
参
加
、
左

翼
政
党
代
表
の
一
定
の
影
響
が
充
分
見
受
け
ら
れ
る
と
乙
ろ
で
あ
る
が
ち
同
時
K
主
体
は
や
は
り
農
民
で
あ
り
、
或
程
度
そ
れ
は
農
民
の
意
識

の
産
物
で
あ
る
ζ

と
も
ま
た
存
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
う
な
二
面
性
に
鉱
み
て
、
そ
れ
を
手
懸
り
と
し
て
農
民
運
動
の
政
治
意

識
を
推
じ
は
か
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
前
記
サ
7

ラ
県
の
決
議
蓄
は
あ
ら
ゆ
る
農
民
革
命
の
課
題
の
解
決
方
法
と
し
て
繰
返
え
し
、
普
通

－
平
等
・
直
接
・
総
密
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
憲
法
制
定
議
会
の
召
集
を
訴
え
て
い
る
が
、

ζ

れ
は
明
ら
か
に
当
時
の
℃
口
同
匂
ロ
ボ
リ

シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
政
治
要
求
で
あ
り
、

そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
と
充
分
推
察
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
こ
れ
は
急
進
的
・
政
治
的
色
彩
の
濃

い
農
民
要
求
で
あ
る

し
か
る
に
国
会
に
向
け
て
、
ま
る
で
大
河
の
流
れ
の
如
く
に
多
数
の
農
民
の
決
議
書
、
宣
言
書
、
指
示
な
ど
が
持
込
ま
れ
た
事
実
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
農
民
が
国
会
を
通
じ
て
の
そ
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
期
待
が
、
幻
想
が
底
流
を
な
し
て
い
る
事
は

否
定
で
き
な
い
。

ツ
ア

l
リ
ズ
ム
の
国
会
開
設
の
狙
い
も
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
乙
の
点
で
は
ツ
ア

l
リ
ズ
ム
の
政
策
は
一
定
の

ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
（
大
畑
〉

一
O
コ一
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0 
四

成
果
を
収
め
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

農
民
集
会
宣
言
書
の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
国
会
や
ま
た
皇
帝
に
対
す
る
幻
想
が
明
瞭
な
形
で
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
ニ
ジ
ェ
プ
ロ
ド

Z
S宍
巾
「
O同
VOLH

県
の
農
民
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
す
で
に
今
日
で
は
、

一
八
六
一
年
か
ら
約
四
十
五
年
を
経
過
し
た
。
我
々
は
彼
（
地
主
〉
に
対
し
て
ζ

の
期
間
に
約
一
一
二
冗

O
ル
！
ブ

リ
を
支
払
っ
た
。
そ
し
て
我
々
に
厄
介
に
思
わ
れ
る
の
は
ζ

れ
が
何
時
終
る
と
も
知
れ
ぬ
乙
と
だ
。
我
々
の
今
日
の
生
活
、
乙
れ
は
堪
え
難
い

も
の
で
あ
る
。
・
：
；
あ
』
多
く
を
失
っ
た
人
間
の
、
か
か
る
惨
め
な
状
態
と
楽
し
か
ら
ざ
る
生
所
。
乙
の
深
い
問
か
ら
逃
れ
る
と
ど
ん
な
可
能

性
も
な
い
。
た
Y
残
っ
て
い
る
唯
一
の
期
待
と
い
え
ば
、
父
な
る
ツ
ア
l
リ
と
我
々
の
選
良
へ
の
刑
判
で
あ
る
。
彼
等
は
悶
会
に
あ
っ
て
農
民

、
、
‘
、
、
【
店
刊
｝

の
利
益
を
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
傍
点
目
引
用
者
托
よ
る
〉

此
処
に
明
ら
か
な
如
く
、
当
時
農
民
の
意
織
の
中
の
み
な
ら
ず
、
労
例
者
の
意
識
の
中
に
さ
え
根
深
い
「
父
な
る
ツ
ア
l
リ
」
《

E
3
F
1

。2
5
E
E》
に
対
す
る
民
衆
の
信
仰
と
同
会
へ
の
期
待
と
幻
惣
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
れ
が
労
働
者
と
農
民
の
「
勢
力
の
同
盟
」
を
形
成
す
る

と
で
の
最
大
の
防
日
新
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ζ

の
事
実
は
労
働
者
側
か
ら
す
る
農
村
へ
の
立
伝
市
動
が
不
充
分
で
あ
る
事
を
示
す
と

同
時
に
、
農
民
の
怠
識
の
変
革
が
難
し
い
課
題
で
あ
る
事
を
示
す
。

乙
の
よ
う
な
二
面
性
の
中
に
お
い
て
民
民
集
会
決
議
書
を
把
え
る
時
、
そ

の
内
容
の
著
る
し
い
革
命
性
と
同
時
に
農
民
意
識
に
お
け
る
限
界
性
が
矛
盾
し
つ
つ
一
つ
の
文
書
の
中
に
結
円
聞
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き

ょ
う
。
ま
た
此
処
に
革
命
の
こ
の
段
階
に
お
け
る
労
農
同
盟
の
成
果
と
限
界
を
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

ヌ4

※ 

※ 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
と
し
て
の
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
の
主
要
な
構
成
部
分
は
半
封
建
的
土
地
所
有
形
抽
出
の
廃
棄
を
め
ざ
す
農
民
革
命

で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
極
め
て
動
揺
的
、
権
力
依
存
的
な
当
時
の
客
観
情
勢
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
遂
行
は
労
働
者
と
農
民
の
「
勢
力
の

同
盟
」
を
不
可
欠
の
条
件
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
階
級
の
間
で
の
主
体
的
、
悲
識
的
な
働
き
か
け
と
運
動
の
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7
 
｛
 
四
O
件
）
一
九
O
一
三
年
（
一
閃
一
件
〉
一
九
O
四
年
（
九
一
件
）
計
六

七
O
件。

。・

3
・同
uxu℃。国内
R
S
F
欠目

MA山内寸『出国内
RO巾
h
園甲山浜市岡山鼠何回

宮田
O〉
5
E
S
Z
S
S
I
S－
吋
吋
「
・
円
品
・

ω∞－

3
2
5回・

5
8・

一
九
O
五
年
（
三
二
二
八
件
）
一
九
O
六
年
〈
二
六
O
O件
）
一
九
O

七
年
（
一
三
三
七
件
〉
計
七
一
六
五
件
。

第
一
高
揚
期
：
一
九
O
五
年
五
月

t
七
月
。
第
二
高
揚
期
：
一
九
O
五

年
十
月

I
十
二
月
。
第
三
高
揚
期
：
一
九
O
六
年
六
月

t
八
月
。

（
吋
釦
玄
潟
市
唱
内
－
Ha

司・

AFN
・）

中
央
黒
土
（
一
二
九
六
件
）
右
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
九
八
五
件
）
た
岸

ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
八
五
O
件
〉
中
部
ボ
ル
ガ
ハ
七
二
四
件
〉
臼
ロ
シ
ア

（
六
五
五
件
）
そ
の
他
（
一
二
七
三
件
）
計
七
一
六
五
件
。

（↓白
F

白浜巾・

2
・勺・白
0

・）

叶
雪
白
浜
タ
門
司
勺
・
品
吋
・

対
地
主
闘
争
が
五
四
O
四
件
で
総
数
中
の
七
五
・
四
%
を
占
め
る
。

（
、
『
曲
富
民
タ

2

－
v
・

g・
）
と
の
事
か
ら
農
民
運
動
の
性
格
と
し
て
は

反
封
建
闘
争
の
そ
れ
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
と
言
い
得
る
が
、
ス
ト
ル

イ
ピ
ン
改
革
後
の
時
期
に
は
乙
れ
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
性
格
の
運
動
の

絡
み
合
い
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。

全
露
農
民
同
盟
は
一
九
O
五
年
春
K
組
織
さ
れ
、
そ
の
第
一
回
大
会
は

一
九

O
五
年
七
月
三
十
一
日

f
八
月
一
日
の
両
日
モ
ス
ク
ワ
近
郊
で
聞

か
れ
た
。
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農
民
代
表
閥
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
農
民
間
の
著
し
い
見
解
の
相
違
は

土
地
国
有
化
の
条
件
に
つ
い
て
生
起
し
た
。
即
ち
有
償
に
よ
り
私
的
土

地
所
有
を
廃
棄
す
る
ζ

と
を
主
張
す
る
方
向
と
、
無
償
に
よ
り
徹
底
的

土
地
革
命
を
め
ぎ
す
方
向
と
で
あ
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
拙
稿
「
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
期
の
農
民
草
Am－
－
そ
の
敗
因
に
つ

い
て
｜
｜
「
西
洋
史
学
論
集
第
8
績
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
史
史
料
集
の
中
か
ら
革
命
の
最
高
揚
期
た
る
一
九

O
五
年
十
一
月
J
十
二
月
の
、
農
民
運
動
が
最
も
激
し
か
っ
た
中
央

黒
土
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
バ
ポ
ル
ジ
ェ
、
ウ
ラ
ル
の
諸
地
方
に
つ
い
て
み

る
と
、
乙
の
時
期
、
地
域
に
該
当
す
る
農
民
集
会
決
議
書
は
一
二
十
一
種

あ
り
、
土
地
問
題
に
関
し
て
、
私
的
土
地
所
有
の
廃
棄
と
そ
の
国
有
化

を
主
桜
す
る
も
の
が
こ
十
九
（
九
十
三
%
〉
で
あ
り
、
そ
れ
を
主
張
し

な
い
も
の
は
僅
か
に
ニ
（
七
%
）
で
あ
っ
た
、
（
℃
巾
回
OK’5
民国国

5
8
1
S
O吋
『
「
・
国
旬
。
円
円
霊
－
回
宮
内
E
E出
口
ohHイ
箆
勺
何
回
O
K
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喜

S
8
1
H
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z。出。司
r
i
h
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息
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S
8
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H
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白
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矢
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n4目
y
H
A
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コ・甲山・｝〈〉
E
g
O
国・

V
『開曲
ω
－w
門
叶
勺
・
勾

l
g

例
え
ば
ト
ウ
l
ラ
黒
で
は
ζ

の
よ
う
な
労
働
者
は
六
千
人
以
上
を
数
え

た。
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た
と
え
ば
パ
ク
ー
に
お
い
て
は
《
切
旧
民
国
Z内
問
冨
出
℃
曲
α04EE》
カ
ザ

ン
に
お
い
て
は
《
切
ohF出向
2
Z
B
〉
2
2
0
R》
な
ど
。
ま
た
農
民
向
け

の
特
殊
な
新
聞
と
し
て
は
、
例
え
ば
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
で
は

《
5
u巾
2
E
R門店曲国司副
ω
2白
》
へ
ル
ソ
ン
で
は
《
コ
出
向
『
量



K
p
e
C
T
b
耳
目
M
》
々
'-'J
：
ム
ペ
必
廷
の
。
(
C
.
M
.
且
y
6
p
0
B
C
K
H
負，

冨
φ
.
 11. K
a
a
H
H
b
I
可
eB,
r
o
c
yぇ
a
p
c
T
B
e
H
H
8
H
瓦
y
M
a
B
 P
O
C
C
H
H
,
 

K
p
e
C
T
b
H
H
C
K
O
e
・
・
・
C
T
p
.
 
1
4
5
.
)
 

C
6
o
p
H
H
K
 .
l
¥
O
K
y
M
e
H
T
O
B
 
H
 M
8
T
e
p
H
8
A
0
B
,
 
M
O
C
K
B
8
,
 
1957, 

寧
T
a
M
 >Ke, 
C
T
p
.
 
1
4
5～
146. 

C
T
p
.
 
74. 

塞
s
ば
当
ム
b

m
ー
ミ

l!llE＼＇.＇.－－＇主主司雪量得－＇.）唾目S
Q
哨
（
区
総
司
目
：
会
！
と
~-k'

~
 
T
a
M
 >Ke, 
C
T
p
.
 
75. 

1-H
ミ
iト
E
、
＼
代
Ii'¥

\'\l!llE~-,.P：＆：~よさi臨
5
ミペ＇－＂

-k
t'10 
it6-l21> ＇＂＇ミ

璽
T
a
M
>Ke, 
C
T
p
.
 
76. 

~
~
ニ
ν
~
H
探
~
窓
当
事
会
κ
ム＇＂＇＂＂＂叶うや｝具販

Q
組自民主怜〈記..）＇

憾
i
l盟
側
Q
司
同
窓
壬
記
録
名
用
語
lil:!?l定
義
1..:l
＋
」
。
同
m::
I
 rn-'.J§K矧
ふ

制
4」
l.,:;'.O
同
社
Qlt'
代
、
む

とd.~
＇！：三時十

1ICO:::信
託
有
数
羽
~
霊
長
ふ
い

ド
4く
議
事
耳
~
高
司
趨

i明
言
語
為
~
!
J
心

P
盟国

u:r，
朝
議

-,.p
I
干ミ
O
K
l
!
すi体
－＇.）
訴

さ主｝ヨミ安部
Eヨ
右
京
電
将
11
鎖
：
絹
雲
牛
耳
再
誌
の
怜
〈
里
民
心
’
健
告
を
や
間
選
J

'l ti 
l
・民
0
1司
法
話
G
特
約
'l
同
士
三
ニ
4」。
1
・民
0
1く母
islCO:::
11
十
+l

+2l酪
M<('.f,p~
-
Q
,
S、
£
時
。
(
T
a
M
 >Ke, 
c
T
p
.
 
1
3
0
)
 

巴
会
必
巴
社
主
3町
長
mtJJQ
筏
IIBI4.目
安
号
泣
ト
ト
、
－
'.::'s釘＠！：
H
買い

窓
l'ril
＼＇＼叫代ム
ti-t、....
"
 iト
C
.
1
0
.
B
H
T
T
e
ピ
付
心
掛
さ
初
足
’
ヨ
4

t'1組
nm
習
脅
さ
附
干
ミ
千
毛
主
と
の
ま
話
・
ば
時
。
(
C
.
M
.
且
y
6
p
0
B
C
K
H
l
t
,

権
ii
n
 Ii'¥
°＇＼］認
H
H
K
O
A
8
員
n
'l
付
早
保
有
号
寸
Cl-k
－＼－」。
W
Q
室
長
t

K
p
e
C
T
b
H
H
C
K
O
e
-
・
 
・
C
T
p
.
1
1
9
)
 

さ
ま
く
日
記
夜
..:i
「
悟
日
srn
さ」
〈〈主主
Q
＼モ貯
!!l13
＇王者。・

lj同
署
・
富
A
.
 B. 3aB8.l¥CKaH, 

A
r
p
a
p
t
t
副
首
B
O
n
p
o
c
B
 I
 

記
者
側
・

~;l.!Q
叩
司
〉
今
年

1！
：
ト
ば
’
醤
~
~
ま
Q
磁主義’阻何時割論ト－＇.！

1オ司王
rccyJ.J.apcrneH

叩
首
J.J.yMe
H
 6
o
p
b
6
a
 6
0
A
b
1
1
J
e
B
H
K
0
B
 
3
8
 

型
車
盛
心

mコ
い
Q
回

4同
翠
総
Q
辺
桜
：
Q
+
H
協同

.t:_il.,,:,QV:--,，
€
時
。

K
p
e
C
T
b
H
H
C
T
B
O
.
 (
6
0
A
b
l
l
J
e
B
H
K
H
 B
O
 r
a
a
B
e
 n
e
p
B
O
詰
p
y
C
C
K
O位

'.[i 
"
h
ー
巴
8
（
？
日
付
b

K
'
~
＇
＂
＇
＂
ミ
ヤ
砕
入

A.
r. B
y
A
b
1
r
n
H
とよ崎
ε
、

peBOAIOl..(HH 
1
9
0
5～
1
9
0
7
 
rO.l(OB, 

M
o
c
K
B
8
,
 
1956, 
C
T
p
.
 

1
・呉
O
同
五
士
く
ca::

1く
回

Qi;当事士'l吋
心
在

i::~1司令官足
+2
Q
ド
J
v
Q
匡むよま：会

4
6
1～
4
6
2
)
 

母子。：
v
Me(星
塁
'l

ti栂＜§：
8
1短
~
Q
壬

\J
60Abll!eB1lKll 

Q
：持
T
n
 
喜
φ
.
 11. K
a
a
H
H
b
I
可
eB,
Y
K
a
3
.
,
 c
T
p
.
 
84. 

れム言善悪霊よきとえ
J11
吋－＇＝＇
rl'電
ペ
万
五
〈
主
主
'lm長
..:l.;.2
。

g
 
..）」ミーコロふト、

:;!.:14
目8:¥
十十！'8
重
量
択
総
g;§
，く司司泰司
:r
CI 
－え
O
K
母
E

富
vQJiiH目

8
華
喜
怒
・
主
己
主
筆
記
や
ニ
ド
ヨ
主
将
8
$
鼠：ら，€（

t,Q。
CO:::) 
Q
モf-¥J
B
.
 H
.
 A
e
H
H
H
 ti 
6oabIIICBHKll 

G
 ~
斜
察
活
必
相

H
.
口.
EpOIIJKllH, 

Q
q
e
p
K
l
l
 
llCTOpllll 

r
o
c
y
 .lf.8PCTBeHHb!X 

fg;s 'l
や〉心，€＇！；－

-(.2
o
 !J Q
寝
！
！
%
当
ム
ミ
ム
0
＂°叶
Q
掛由民
-'-ltiE幹（

y
可
P
聞
は
ett!llt
.D.OpeBOA!Ol..(llOHHOH 

PoCCllll, 
M
O
C
K
B
8
,
 

や
¥J
ニ
4-20
ム
ミ
ム
ト
？
砕
EH・-1
言書記事罰
Q-.,:i
や
副
題
君
主
偽
記
や
二

1960, 
C
T
p
.
 
3
2
6
-
3
6
8
.
 

ド
ti
B.11. A
e
H
H
H
土d.-'-6
時
謁
写
る
時
的
。
(
C
M
.
 B.11. A
e
H
H
H
,
 

怠
r
o
c
y
.
D
.
a
p
C
T
B
e
H
H
8
H
 
.D.yMa 
(
M
a
A
a
H
 C
0
B
e
T
C
K
8
H
 

C
o
可・
T
.
1
1
C
T
p
.
 
4
2
8
)
 

9Hl..¥HKaone.D.HH, 
T
.
 ]II. 
C
T
p
.
 
3
5
)
 

璽
A
.
 B
.
 3
担
問
C
K
8
H
,
Y
K
8
3
.
,
 C
T
p
.
 
474. 

包
ふ
F、総
l
liffi4t:I..V
縦
出
羽
詰
Q
組
連
〈
十
く
$
：
）

I
o
♀
 



ロ
シ
ア
第
一
国
会
と
農
民
運
動
の
性
格
（
大
畑
〉

（幼側

A
V
・
s・｝〈白
Epszrz巾
デ
同
問
国
ω
・・門司勺・∞由・

カ
デ
ッ
ト
は
革
命
を
恐
れ
、
政
府
へ
の
議
歩
へ
と
向
っ
た
。
土
地
問
題

に
関
し
て
は
七
月
六
日
人
民
に
宥
和
争
よ
び
か
け
る
こ
と
を
提
議
し

た
。
（
↓
国
玄
浜
市
・

2
日y

∞叶）

回－

x－
〉
巾
国
民
間
は
第
一
間
会
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
「
第
一

悶
会
は
（
二
十
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
は
）
世
界
で
も
っ
と
も
革
命
的

な
議
会
で
あ
っ
た
し
、
同
時
に
ま
た
も
っ
と
も
無
力
な
議
会
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
決
定
で
実
行
さ
れ
た
も
の
は
、
な
に
ひ
と
つ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
」
〈
回
－

S
・〉伺
Z
E
E
－
の
od－－叶
Hデ
nJ弓・

ω
印印一）

皇
帝
が
新
た
に
国
会
選
挙
を
決
定
せ
ぬ
間
は
乙
れ
ら
抵
抗
を
行
お
う
と

呼
び
か
け
た
が
、
や
が
て
こ
れ
さ
え
も
放
棄
す
る
に
至
る
。

（＠・ヱ・目〈
p
p国民民」内閣－
M

『胃白
M
a
n・同a

－
v
・∞∞）

若
干
例
を
あ
げ
る
に
閉
山
め
る
。
リ
ヤ
ザ
ン
古
白
血
民
県
で
は
一
九
O
六

年
の
年
間
の
農
民
運
動
二
ニ
五
件
中
、
九
十
一
件
は
乙
の
国
会
解
散
の

時
期

κ起
っ
て
い
る
。
ま
た
ヴ
オ
ロ
ネ
ヅ
切
O
M
M
O
z
e
開
県
で
は
一
九

O
六
年
一
度
に
は
農
民
に
よ
っ
て
百
以
上
の
地
主
所
領
の
破
壊
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
ハ
叶
白
雲
災
タ
門
司
℃
・
∞
∞
）
一
九
O
六
年
の
六
月

2
八
月

が
、
三
年
間
の
第
三
高
揚
別
で
あ
り
、
特
に
－
Z
月
は
全
国
で
六
八
二
件

と
災
常
な
高
さ
で
あ
る
乙
と
は
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（の・

3
・
泊
『
。
唱
。
国
内
同
国
出
・
同
ハ
宮

2
5
Z円R
o
m
－－
2
唱－
A
F
N

）

℃
の
回
目
v
コ
ミ
ン
ス
ク
三
富
山
内
問
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
拡
め
ら
れ
た
類
似

の
ピ
ラ
と
し
て
宣
言
書
「
全
農
民
に
告
ぐ
」
《
穴
O

囲内

g

同日
u
巾
2
V国
z
g－
一
》
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
。
－

X
・日〈由〉

z
z
r
z
g－

V

『目白
ω
・・円、吋勺・

H

由品）
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一
九
O
六
年
夏
ヴ
オ
ロ
ネ
ジ
∞
0
3
z
g同
県
の
農
民
が
努
察
の
家
宅

捜
査
を
受
け
た
時
、
同
u
の
』
匂
コ
ヴ
オ
ロ
ネ
ジ
委
員
会
の
ピ
ラ
が
多
数

発
見
さ
れ
て
い
る
。
類
似
の
ケ
l
ス
は
多
い
。

（↓田宮出問叩－

n・弓・

5
日）

↓
田
宮
出

5
・
日
目
M

－
H
S
I
H
S－

前
記
六
県
七
種
類
の
農
民
集
会
宣
言
書
は
い
ず
れ
も
、
多
少
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
相
違
は
あ
る
が
、

ζ

の
婆
求
を
掲
げ
て
い
る
。

ニ
ジ
エ
コ
ロ
ド
県
の
も
の
は
「
普
通
・
義
務
教
育
と
国
家
の
費
用
に
て

す
べ
て
の
希
望
者
に
対
す
る
高
等
教
育
施
設
の
利
用
許
可
L

を
あ
げ
て

い
る
し
、
更
に
ミ
ン
ス
ク
県
の
も
の
は
「
貧
し
い
生
徒
に
対
け
る
書

籍
、
参
考
書
と
暖
か
い
衣
服
の
無
料
給
付
」
と
具
体
的
要
求
を
展
開

し
、
ま
た
キ
ェ
フ
県
の
そ
れ
は
、
乙
れ
ら
要
求
の
よ
っ
て
来
た
る
情
況

と
し
て
の
教
育
の
欠
如
を
「
我
々
は
文
盲
と
無
学
の
中
で
生
活
し
て
い

る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
（
↓
回
答
出
向
巾
・

2円
y
H
S・
2

－
v
・
5
p

円、吋｝
y
N
ω
O）
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・

こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
次
の
論
文
に
そ
の
指
摘
が
あ
る
。

倉
持
俊
一
「
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
の
一
考
’
然
」
廃
史
学
研
究
一
六
O

号
、
一
九
五
二
年
十
一
号
、
十
七
頁
。
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The first Russian Parliament (Duma) 

and the Character of Peasant Movement 

by Masaru OHATA 

In the y~ars of 1905-1907, the period of the firat Russian 

Revolution, the peasant revolution was one of the most important part 

of it. Russian peasants wanted to abolish the federal form of land­

possessions. From the autumn of 1905 to the spring of 1906, peasant 

movements were highly raised by the inspirations of labor movements. 

Tzar government tried to mitigate the the whole revolution by the 

compromise to give liberals some sorts of political freedom. October 

manifest gave the people the first Russian parliament (Duma). In 

and out of this parliament, peasant revolution was developed in 

national scale, in connection with labor movements. This article 

tried to analize the relations between peasant revolution and labor 

movements in the period of this parliament. 
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